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出
雲
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造
修
厳
神
之
宮
」
考
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松
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古不

彦

一

　
「
斉
明
紀
」
五
年
に
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
是
歳
、
命
出
雲
国
造
、
編
・
修
厳
神
之
宮
。
狐
噛
断
於
友
郡
役
丁
所
執
葛

　
　
末
而
去
。
又
狗
噛
置
死
人
手
管
於
言
屋
社
゜
唯
堰
ズ
砒
転
艀
零

　
こ
の
「
厳
神
」
が
ど
の
神
を
さ
す
か
、
熊
野
大
社
説
と
杵
築
大
社
説
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
〔
語
注
〕

　
是
歳
－
六
五
九
年
。
中
大
兄
皇
子
が
皇
太
子
と
し
て
、
3
7
斉
明
天
皇
を
輔

　
　
　
け
て
い
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
で
蘇
我
入
鹿
を
倒
し
て
か
ら
十
四
年
経
過
し

　
　
　
た
。

　
出
雲
国
造
－
天
穂
日
命
を
始
祖
と
す
る
と
い
わ
れ
る
出
雲
の
名
族
。
国
造

　
　
　
家
に
現
存
す
る
系
譜
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
意
宇
足
奴
命
の
名
は
意
宇
郡

　
　
　
に
関
連
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
仁
徳
紀
」
に
し
る

　
　
す
「
屯
田
司
出
雲
臣
祖
瀞
宇
宿
祢
」
と
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

　
　
湯
宇
宿
祢
は
当
時
倭
の
屯
田
を
管
理
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な

　
　
お
、
「
国
造
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
出
雲
国
造
は
瑞
籠
朝
（
1
0
崇
神
天
皇
）

　
　
の
御
代
に
、
天
穂
日
命
十
一
世
の
孫
宇
迦
都
久
奴
命
を
以
て
国
造
に
定

　
　
め
ら
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
出
雲
国
風
土
記
」
（
七
三
三

　
　
年
成
立
）
を
編
さ
ん
し
た
の
は
、
出
雲
国
造
二
十
七
世
出
雲
臣
広
嶋
で

　
　
意
宇
郡
の
大
領
の
職
に
あ
っ
た
。

修－
修
杞
。
礼
を
お
さ
め
て
祭
る
。

於
友
郡－
出
雲
国
東
端
に
あ
る
意
宇
郡
。
こ
の
郡
の
西
南
部
熊
野
山
に
熊

　
　
野
大
神
の
社
が
あ
る
こ
と
が
、
「
出
雲
国
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

言
屋
社1
『
出
雲
国
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
意
宇
郡
に
「
伊
布
夜
社
」
が

　
　
あ
り
、
そ
の
社
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
古
事
記
」
（
七
一
二
年

　
　
成
立
）
で
は
、
「
黄
泉
比
良
坂
」
を
「
今
、
出
雲
国
の
伊
賦
夜
坂
と
謂

　
　
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。
妻
の
伊
邪
那
美
命
の
腐
屍
を
見
て
逃
げ
も
ど
っ
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た

伊
邪
那
岐
命
が
、
黄
泉
の
国
と
地
上
と
の
境
を
石
で
ふ
さ
い
だ
の
が

　
　
こ
の
「
黄
泉
比
良
坂
」
で
あ
る
。
「
伊
賦
夜
（
言
屋
）
」
に
は
、
黄
泉

　
　
（
死
）
に
つ
な
が
る
恐
ろ
し
い
、
あ
る
い
は
不
吉
な
場
所
と
い
う
感
じ
が

　
　
つ
き
ま
と
う
。

天
子
崩
兆
－
狗
が
死
人
の
手
腎
を
噛
み
き
っ
て
言
屋
社
に
置
い
て
い
っ
た

　
　
こ
と
が
天
皇
崩
御
の
キ
ザ
シ
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
参
考
1
3
7
斉

　
　
明
天
皇
は
、
二
年
後
の
七
年
七
月
に
崩
じ
た
）
。
な
お
、
こ
の
凶
兆
を
、

　
　
修
杞
下
令
の
原
因
と
み
る
説
が
あ
る
が
、
工
事
中
の
出
来
事
と
み
る
の

　
　
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

二

　
「
厳
神
」
を
意
宇
郡
熊
野
山
に
坐
す
熊
野
大
神
で
あ
る
と
す
る
諸
説
を
、
左

に
引
用
す
る
。

　
イ
「
斉
明
五
年
紀
」
に
出
雲
国
造
に
ょ
る
厳
神
之
宮
の
修
造
の
記
述
が
見
え

　
　
る
の
を
、
在
来
の
解
釈
で
は
杵
築
大
社
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
之
は
全

　
　
く
の
誤
で
あ
り
、
文
中
に
於
友
郡
と
あ
る
の
は
意
宇
郡
の
こ
と
で
あ
っ
て

　
　
言
屋
社
と
あ
る
の
は
『
神
名
式
」
に
あ
る
意
宇
郡
揖
屋
神
社
の
こ
と
で
あ

　
　
る
か
ら
、
こ
の
厳
神
之
宮
も
杵
築
大
社
で
は
な
く
、
意
宇
郡
の
熊
野
大
社

　
　
の
こ
と
で
あ
る
。
（
水
野
祐
「
出
雲
国
風
土
記
論
放
』
九
二
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
　
一
九
六
五
年
発
行
）

　
ロ
神
話
伝
承
に
つ
い
で
出
雲
大
社
の
記
事
が
わ
が
歴
史
に
登
場
し
て
く
る
の

　
　
は
、
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
の
御
代
の
こ
と
で
あ
る
。
大
国
主
神
が
天
皇
の

　
　
夢
の
う
ち
に
教
を
垂
れ
ら
れ
て
、
天
皇
の
悩
み
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
天
皇

の
御
子
の

唖
で
あ
る
こ
と
は
、
大
神
の
宮
を
天
皇
の
御
殿
の
よ
う
に
立
派

に

建
造
す
れ
ば
、
御
子
の
口
は
き
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
あ
っ
た

の

で
、
天
皇
は
そ
の
夢
中
の
教
の
ま
ま
に
大
神
の
宮
を
営
ま
れ
た
と
い
う

の

で
あ
る
。
　
（
中
略
）
つ
ぎ
に
大
社
造
営
の
記
事
と
し
て
は
、
「
日
本
書

紀
」
斉
明
天
皇
五
年
（
六
五
九
）
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
、
「
こ
の
歳
、
出

雲
国
造
に
命
せ
て
厳
神
之
宮
に
修
ら
し
む
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
（
中
略
）

し
か
し
、
こ
の
斉
明
天
皇
五
年
の
記
事
は
、
こ
の
あ
と
に
つ
づ
け
て
、
こ

の

修
造
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
妖
変
の
記
事
「
狐
、
意
宇
郡
の
役
丁

の
執
れ

る
葛
の
末
を
噛
い
断
り
て
去
ぬ
。
ま
た
狗
、
死
人
の
手
腎
を
言
屋

社
に
噛
い
置
け
り
」
は
い
ず
れ
も
出
雲
の
意
宇
郡
の
記
事
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
前
の
厳
神
之
宮
と
は
意
宇
郡
の
熊
野
大
社
の
こ
と
で
あ
り
、
．
厳
密

に

は

出
雲
郡
の
杵
築
の
大
社
の
そ
れ
で
は
あ
る
ま
い
と
推
測
す
る
の
が
正

し
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
出
雲
大
社
の
古
い
伝
え
で
は
そ
の
社
殿
造
営
の
歴

史
を
あ
げ
て
、
垂
仁
天
皇
の
と
き
の
を
第
一
回
、
斉
明
天
皇
の
五
年
を
第

　
二
回
と
し
、
現
在
の
本
殿
の
造
ら
れ
た
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
ま
で
二

十
五
回
の
造
営
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
　
（
第
八
十
二
代
出
雲
国
造
千
家

尊
統

『
出
雲
大
社
」
一
四
七
ー
一
四
八
ペ
ー
ジ
。
一
九
六
八
年
発
行
）

ハ
意
宇
郡
の
名
は
、
斉
明
紀
五
年
（
六
五
九
）
に
「
於
宇
郡
」
と
記
さ
れ
て

　
い
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、
こ
の
郡
が
神
郡
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
郡
を

南
北
に

流
れ

る
意
宇
川
の
上
流
に
、
熊
野
坐
神
社
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（中
略
）
こ
こ
で
一
言
い
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
（
中
略
）
熊
野
神
社
の

あ
る
意
宇
1
8
が
認
め
ら
れ
て
い
て
、
杵
築
大
社
の
あ
る
出
雲
郡
が
含
ま
れ

　
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
論
の
焦
点
の
一
つ
と
な
る
問
題
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で
あ
っ
て
、
注
意
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
少
な
く
と
も
こ

　
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
熊
野
神
社
が
出
雲
国
を
代
表
す
る
大
社
で
あ
っ
た

　
し
、
国
造
が
奉
仕
し
た
の
も
こ
の
神
社
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
斉
明
紀
五

年

（
六
五
九
）
に
左
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
是
の
年
、
出
雲
国
造
（
名
を
闘
せ
り
）
に
命
せ
て
、
厳
神
之
宮
を
修

　
　
　
め
し
む
。
狐
、
於
宇
郡
の
役
丁
の
執
れ
る
葛
の
末
を
歯
断
り
て
去

　
　
　
ぬ
。
ま
た
狗
、
死
人
の
手
腎
を
言
屋
社
に
噛
い
置
け
り
。
　
（
天
子
の

　
　
　
崩
り
ま
さ
む
兆
な
り
）

　
こ
こ
に
見
え
る
厳
神
之
宮
と
は
、
神
郡
で
あ
る
意
宇
郡
の
熊
野
神
社
を
指

す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
言
屋
社
は
『
延
喜
式
』
に
見
え

　
る
揖
夜
神
社
、
『
風
土
記
』
で
は
伊
布
夜
社
と
書
か
れ
、
意
宇
川
の
川
口

　
の
す
ぐ
東
の
揖
屋
町
に
あ
る
神
社
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
こ
の
厳

神
之
宮
が
熊
野
神
社
を
指
す
も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
斉
明

朝
に
お
け
る
「
厳
神
之
宮
を
修
せ
し
む
」
と
い
う
記
事
を
も
っ
て
、
後
世

は
杵
築
大
社
の
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
が
正
殿
式
を
定
め
た
も
の
と

し
て
造
営
に
当
た
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
出
雲
の
神
は
、
熊
野
大
神
か
ら

大
国
主
神
の
信
仰
へ
と
移
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
　
（
以
下
略
）
（
鳥
越

憲
三
郎
『
出
雲
神
話
の
成
立
』
一
七
ー
一
九
ペ
ー
ジ
。
一
九
六
七
年
二
版

発
行
）

二
厳
神
之
宮
ー
旧
説
で
は
出
雲
郡
の
杵
築
大
社
（
出
雲
大
社
）
と
し
た
が

す
ぐ
次
に
於
友
郡
が
あ
る
の
で
意
宇
郡
の
熊
野
大
社
（
島
根
県
八
束
郡
八

雲
村
熊
野
の

熊
野
坐
神
社
）
の
こ
と
。
な
お
神
之
宮
の
修
造
は
皇
孫
建
王

が
唖
で

あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
垂
仁
記
・
垂
仁
紀

　
　
に

見
え

る
唖
の
皇
子
と
出
雲
と
の
関
係
や
出
雲
風
士
記
仁
多
郡
三
沢
郷
の

　
　
説
話
が
参
老
に
な
る
。
厳
は
飾
る
意
。
　
（
於
友
郡
の
）
友
は
有
と
同
音
。

　
　
有
を

ウ
に
使
う
例
が
あ
る
か
ら
、
友
は
ウ
と
訓
め
る
。
意
宇
郡
と
同
じ
。

　
　
現
在
、
松
江
市
・
安
来
市
・
能
義
郡
・
八
束
郡
に
わ
た
る
地
域
。
こ
の
郡

　
　
の
字
は
追
記
か
。
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
」
下
三
四
一
ペ
ー

　
　
ジ
。
，
一
九
七
〇
年
発
行
の
第
六
刷
の
頭
注
）

　
右
の
四
説
か
ら
、
厳
神
之
宮
を
熊
野
大
社
と
す
る
根
拠
を
拾
い
出
す
と
、

　
a
狐
と
狗
が
奇
妙
な
ふ
る
ま
い
を
し
た
場
所
が
、
熊
野
大
社
と
同
じ
意
宇
郡

　
　
で
あ
る
か
ら
。
（
イ
ロ
ハ
ニ
）

　
b
当
時
、
熊
野
神
社
が
出
雲
国
を
代
表
す
る
大
社
で
あ
り
、
国
造
が
奉
仕
し

　
　
た
の
も
熊
野
神
社
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
熊
野
神
社
の
あ
る
意
宇
郡
が
神
郡

　
　
と
指
定
さ
れ
、
杵
築
大
社
の
あ
る
出
雲
郡
が
神
郡
で
な
い
こ
と
か
ら
も
わ

　
　
か
る
。
（
ハ
）

　
a
に

つ
い

て
地
図
に
あ
た
る
と
、
狗
が
死
人
の
手
皆
を
置
い
た
言
屋
社
（
今

の

揖
屋
）
は
、
熊
野
山
か
ら
流
れ
く
だ
る
意
宇
川
が
中
海
へ
出
る
三
角
州
の
東

端
に
あ
り
、
西
の
か
た
出
雲
郡
の
杵
築
大
社
と
直
線
距
離
で
約
四
十
三
キ
ロ
も

離
れ
て
い
る
。

　
b
の
神
郡
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
式
』
（
九
二
七
年
成
立
）
に
記
さ
れ
て
あ
る

が
、
神
郡
の
特
典
が
意
布
郡
に
与
え
ら
れ
た
の
は
六
九
八
年
で
あ
る
。

　
ホ

己
已
、
詔
筑
前
国
宗
形
、
出
雲
国
意
宇
二
郡
司
、
宜
聴
連
任
三
等
巳
上

　
　
親
。
（
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
三
月
）

　
郡
の
大
領
と
少
領
に
、
三
等
親
以
内
の
者
が
つ
ら
な
る
こ
と
は
一
般
に
許
さ

れ

な
い
が
、
重
要
な
神
事
に
た
ず
さ
わ
る
宗
像
・
意
宇
郡
の
大
領
は
、
三
等
親
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以
内
の
同
族
を
少
領
に
あ
げ
用
い
て
、
そ
の
輔
佐
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
特
例
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
詔
が
出
さ
れ
た
の
は
六
九
八

年
、
「
修
厳
神
之
宮
」
の
斉
明
五
年
か
ら
三
十
九
年
後
で
あ
る
。

　
出
雲
国
造
の
奉
仕
す
る
神
が
熊
野
大
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
令
集
解
』
に

「
謂
。
天
神
者
。
伊
勢
。
山
城
鴨
。
住
吉
。
出
雲
国
造
斉
神
等
類
是
也
。
地
祇

者
。
大
神
。
葛
木
鴨
。
出
雲
大
汝
神
等
類
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
「
出
雲
国
造
斉
神
」
は
熊
野
大
神
、
「
出
雲
大
汝
神
」
は
「
出
雲

国
風
土
記
』
な
ど
に
登
場
す
る
大
穴
持
命
で
あ
る
。

　

「
出
雲
国
造
斉
神
」
と
「
厳
神
」
と
は
、
斉
と
厳
と
字
は
ち
が
う
が
、
同
じ

意
味
の
字
が
「
神
」
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
神
で
あ
る
と

い
う
見
方
が
出
て
く
る
。

　
な
お
、
熊
野
神
は
、
『
古
事
記
』
に
よ
る
と
、
速
須
佐
男
命
が
天
照
大
御
神

の

珠
を
噛
み
く
だ
い
て
吹
い
た
霧
か
ら
生
ま
れ
た
五
柱
の
男
神
の
五
番
目
で
、

熊
野
久
須
毘
命
と
記
さ
れ
で
い
る
。
　
「
日
本
書
紀
」
で
は
、
熊
野
榛
樟
日
命

（
一
書
で
は
、
熊
野
忍
踏
命
・
熊
野
忍
隅
命
・
熊
野
大
隅
命
）
と
記
さ
れ
、
記

紀
共

に
、
天
照
大
御
神
の
珠
か
ら
生
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
照
大
御
神
が
吾

子

と
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
神
地
祇
の
内
、
天
神
の
部
類
に
は
い
る

は
ず
で
あ
る
。

　
熊
野
久
須
毘
命
は
、
同
時
に
生
ま
れ
た
五
柱
の
神
の
五
番
目
で
あ
る
が
、
出

雲
国
造
が
祖
と
あ
お
ぐ
天
穂
日
命
も
、
こ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
神
と
し
て
、

『
古
事
記
』
で
は
「
天
之
菩
卑
命
」
、
「
日
本
書
紀
」
で
は
「
天
穂
日
命
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
出
雲
国
造
が
、
そ
の
祖
神
を
主
神
と
し
て
祭
ら
ず
、
祖
神
と
共

に

生

ま
れ
た
熊
野
久
須
毘
命
を
祭
っ
た
の
は
な
ぜ
か
1
一
つ
の
疑
問
が
残
さ

れ
る
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
よ
る
と
、
出
雲
臣
（
出
雲
国
造
は
出
雲
臣
で
あ
る
）
は

神
別
の
「
天
孫
」
の
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
天
照
大
御
神
が
吾
子
と
認
め
た

天
穂
日
命
の
子
孫
が
、
「
天
神
」
の
部
か
ら
外
さ
れ
て
「
天
孫
」
と
い
う
あ
い
．

ま
い
な
部
類
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
「
天
神
」
の
部
に
属
す
る

中
臣
（
藤
原
）
氏
・
大
伴
氏
・
尾
張
氏
な
ど
に
比
べ
て
、
朝
延
へ
の
服
属
が
遅

か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
譜
代
よ
り
も
外
様
に

近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
熊
野
大
社
が
杵
築
大
社
よ
り
優
位
に
あ
っ
た
形
跡
は
、
出
雲
国
造
が
相
続
に

あ
た
っ
て
ま
ず
熊
野
大
社
に
お
も
む
き
火
継
式
（
神
火
相
続
の
式
）
を
行
な
う

こ

と
か
ら
も
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
千
家
尊
統
『
出
雲
大
社
』
七
ー
一
一

ペ
ー
ジ
）

　
ま
た
、
二
社
が
併
立
し
な
が
ら
、
能
野
大
社
が
わ
ず
か
に
ま
さ
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
に
、
左
の
文
章
が
あ
る
。

　
へ
出
雲
国
乃
青
垣
山
内
爾
下
津
石
根
爾
宮
柱
太
知
立
氏
、
高
天
原
爾
千
木
高
知

　
　
坐
須
、
伊
射
邦
伎
乃
日
真
名
子
、
加
夫
呂
伎
熊
野
大
神
櫛
御
毛
野
命
、
国

　
　
作
坐
志
大
穴
持
命
二
柱
神
乎
始
天
…
…
（
「
延
喜
式
』
に
収
め
た
「
出
雲
国

　
　
造
神
賀
詞
」
か
ら
）

　
出
雲
国
造
は
、
代
が
わ
り
ご
と
に
、
上
京
し
て
神
賀
詞
を
奏
上
す
る
の
を

常
と
し
た
。
記
録
に
残
る
奏
上
最
古
の
年
は
七
一
六
年
で
あ
る
。
　
（
『
続
日
本

紀
」
元
正
天
皇
霊
亀
二
年
二
月
十
日
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
）

　
現
存
の
神
賀
詞
は
、
九
二
七
年
成
立
の
「
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の

で
、
初
の
奏
上
の
文
章
に
若
干
の
修
正
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
国
造
が
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意
宇
郡
か
ら
杵
築
へ
移
転
（
七
〇
八
年
～
七
二
一
年
の
間
）
し
、
杵
築
大
社
の

勢
力
が
強
大
に
な
っ
て
行
っ
た
あ
と
の
加
筆
修
正
が
あ
り
え
た
現
存
の
神
賀
詞

に

お
い
て
、
な
お
も
熊
野
大
神
の
名
が
大
穴
持
命
の
前
に
読
み
上
げ
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
そ
の
優
位
の
根
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
優
位
は
、
神
へ
の
授
位
に
も
形
跡
を
残
し
て
い
る
。

　
ト
（
八
五
一
年
九
月
）
乙
酉
（
十
六
日
）
特
擢
出
雲
国
熊
野
。
杵
築
両
大

　
　
神
。
並
加
従
三
位
。
青
幡
佐
草
壮
丁
命
。
御
訳
命
。
阿
遅
須
伎
高
彦
命
。

　
　
与
都
彦
命
。
速
瓢
別
命
。
天
穂
日
命
神
等
並
授
従
五
位
下
。
（
『
日
本
文
徳

　
　
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
九
月
）

　
チ

（
八
六
七
年
四
月
）
八
日
丁
丑
、
　
（
中
略
）
出
雲
国
従
二
位
勲
七
等
熊
野

　
　
神
。
従
二
位
勲
八
等
杵
築
神
並
授
正
二
位
。
正
五
位
下
佐
随
神
正
五
位

　
　
上
、
（
中
略
）
（
五
月
）
二
日
庚
子
。
出
雲
国
従
五
位
下
能
義
神
、
揖
屋
神

　
　
並
授
従
五
位
上
。
（
『
三
代
実
録
』
清
和
天
皇
貞
観
九
年
四
月
・
五
月
）

　
序
列
は
不
変
だ

が
、
ト
で
熊
野
杵
築
両
大
神
と
書
か
れ
た
こ
と
、
チ
で
勲
等

の
差
は

あ
っ
て
も
同
じ
位
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
、
杵
築
大
神
が
熊
野
大
神
と

肩
を
並
べ
る
ま
で
に
興
隆
し
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

『
延
喜
式
』
巻
十
、
「
神
名
」
に
よ
る
と
、
出
雲
国
に
は
、
大
二
坐
・
小
百

八
十
五
座
の
神
社
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
の
二
座
は

意
宇
郡
の

熊
野
坐
神
社
焔
神
と
出
雲
郡
の
杵
築
大
社
焔
神
で
あ
る
。
全
く
同
じ

扱
い
に
な
っ
て
い
る
（
追
い
つ
け
ば
、
追
い
越
す
の
が
勢
い
で
あ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
）
。

　
以
上
、
引
用
文
イ
ロ
ハ
ニ
を
元
に
、
諸
資
料
を
勘
合
し
て
、
斉
明
五
年
に
出

雲
国
造
が
修
杞
を
命
じ
ら
れ
た
「
厳
神
之
宮
」
が
熊
野
大
社
で
あ
る
と
い
う
説

に

つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
二
点
（
a
地
理
的
条
件
。
b
当

時
出
雲
国
を
代
表
し
た
大
社
が
熊
野
大
社
で
あ
っ
た
こ
と
）
は
、
一
応
認
め
て

よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
資
料
が
少
な
い
た
め
、
修
祀
が
命
じ
ら
れ
た

六
五
九
年
か

ら
数
十
年
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
大
き
く
隔
た
っ
た
後
世
の
記
録
を

参
照

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
お
お
い
が
た
い
弱
点
を
有
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
引
用
文
口
で
、
狐
と
狗
の
妖
変
を
修
祀
下
令
の
原
因
と
し
て
い
る
。

　
も
し
も
、
こ
の
妖
変
が
原
因
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
厳
神
之
宮
」
は
「
言
屋
社
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
屋
社
－
今
の
揖
夜
神
社
に
は
、
伊
邪
那
美
命
・
大

穴
持
命
・
少
彦
名
命
・
事
代
主
命
等
が
祭
っ
て
あ
る
（
加
藤
義
成
『
出
雲
国
風

土
記
参
究
』
一
九
六
二
年
改
訂
増
補
版
一
四
六
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
。
本
小
論
初

頭
の

「
語
注
」
で
示
し
た
ご
と
く
、
こ
こ
は
黄
泉
の
国
と
地
上
と
の
境
で
あ

る
。
言
屋
社
に
お
け
る
異
変
は
、
死
の
神
と
し
て
の
伊
邪
那
美
命
の
神
意
を
示

す
も
の
と
人
々
が
受
け
と
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
狗
が
死
人
の
手
腎
を
く
わ
え

て
き
て
言
屋
社
に
置
い
た
こ
と
が
「
天
子
崩
兆
」
と
さ
れ
、
朝
廷
が
修
祀
を
命

じ
た
と
す
れ
ば
、
神
社
を
造
営
し
て
そ
の
心
を
な
だ
め
、
天
子
の
長
寿
を
祈
願

す

る
対
象
の
神
は
、
死
の
神
伊
邪
那
美
命
を
お
い
て
他
に
あ
ろ
う
は
ず
が
な

い
。
言
屋
社
を
い
か
め
し
く
造
り
修
め
て
伊
邪
那
美
命
を
祭
っ
た
ー
と
い
う

の

が

「
修
厳
神
之
宮
」
の
内
容
と
な
る
。
死
は
、
厳
し
く
、
お
ご
そ
か
で
あ
る
。

死
の

神
の
宮
を
、
「
厳
神
之
宮
」
と
書
く
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
熊
野
大
神

が
、
出
雲
国
を
代
表
す
る
神
で
あ
り
、
出
雲
国
造
が
斉
く
神
で
あ
っ
て
も
、
原

因
と
し
て
の
妖
変
と
結
果
と
し
て
の
修
祀
と
の
間
に
わ
り
こ
む
い
わ
れ
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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だ

が
、
後
に
四
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
修
祀
下
令
の
前
年
（
斉
明
四
年
）

に

も
、
出
雲
に
異
変
が
あ
り
、
そ
れ
は
数
年
後
の
成
行
を
予
告
す
る
も
の
だ
と

明
記
し
て
あ
る
。
前
年
の
書
式
に
な
ら
っ
て
解
す
れ
ば
、
狗
の
妖
変
も
、
二
年

後
の
天
皇
崩
御
を
予
告
し
た
も
の
と
み
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
狐
と
狗
の
不
審
な
行
為
は
、
あ
る
い
は
土
地
の
者
の
い
や
が
ら
せ
と

み

る
こ
と
も
で
き
る
。
工
事
の
妨
害
と
天
子
崩
御
の
予
告
1
そ
れ
を
中
央
へ

報
告
し
た
国
造
の
心
に
は
、
こ
の
修
祀
工
事
へ
の
反
発
を
読
み
と
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
妖
変
の
原
因
説
・
工
事
中
止
説
の
区
別
な
く
、
「
厳
神
」

を
熊
野
大
神
と
す
る
説
の
大
き
な
難
点
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
ら
に
一
つ
の
疑
問
は
、
熊
野
大
神
を
出
雲
国
造
が
祭
っ
て
い
る
の
に
、
重

ね

て
修
祀
の
命
令
が

な
ぜ
出
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
に
引
用
す

る
「
崇
神
祀
」
六
十
年
の
よ
う
に
祭
の
絶
え
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
か
ぎ
り

修
祀
発
令
の
必
要
が
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

三

「
厳
神
之
宮
」
を
杵
築
大
社
と
す
る
説
を
、
次
に
引
用
す
る
。

リ
出
雲
大
社
は
、
草
創
の
由
来
か
ら
し
て
皇
室
の
祖
神
の
厚
い
配
慮
に
よ
る

　
も
の
と
伝
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
事
記
の
垂
仁
天
皇
の
条
に
、
厚
く
出

　
雲
大
神
を
拝
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
、
日
本
書
紀
斉
明
天
皇
の
条

　
に
、
国
造
を
し
て
社
殿
を
修
築
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
外
、
天
平
神
護
元

　
年

（七
六
五
年
）
に
は
神
戸
六
十
一
戸
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
新
抄
格
勅

　
符
に
み
え
る
。
　
（
加
藤
義
成
『
風
土
記
時
代
の
出
雲
』
＝
三
二
ー
一
三
四

　
ペ
ー
ジ
。
一
九
六
二
年
発
行
）

　
朝
廷
の
厚
い
配
慮
の
ほ
か
、
特
に
根
拠
が
示
さ
れ
て
な
い
の
は
、
そ
れ
ほ
ど

杵
築
大
社
説
が
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
杵
築
大
社
の
隆
盛
に
つ
い
て
、
第
八
十
二
代
出
雲
国
造
は
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

　
ヌ

陰
暦
の
十
月
の
こ
と
を
神
無
月
と
よ
く
い
う
。
こ
れ
は
全
国
の
神
々
が
み

　
　
な
、
出
雲
の
国
に
あ
つ
ま
り
、
他
の
土
地
で
は
神
様
が
留
守
に
な
っ
て
し

　
　
ま
う
の
で
一
般
に
神
無
月
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
出
雲
で
は
反
対
に
神
有

　
　

（在
）
月
と
よ
ぷ
。
こ
の
「
神
有
月
」
と
い
う
言
葉
は
、
．
室
町
時
代
の
辞

　
　
書

『
下
学
集
」
に
も
見
え
て
い
る
の
で
、
か
な
り
古
ぐ
か
ら
使
わ
れ
た
言

　
　
葉
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
出
雲
に
は
神
が
築
ま
る
の
だ
と
、
昔
か
ら
信
じ

　
　
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
　
（
中
略
）
大
国
主
神
の
国
譲
り
の

　
　
と
き
、
『
日
本
書
紀
」
に
あ
る
よ
う
に
、
大
国
主
神
は
天
の
神
に
向
っ
て
、

　
　
「
吾
が
治
す
顕
露
の

事
は
皇
孫
ま
さ
に
治
め
た
ま
う
べ
し
、
吾
は
ま
さ
に

　
　
退

き
て
幽
れ
た
る
事
を
治
め
ん
」
と
申
し
、
以
来
神
事
す
な
わ
ち
幽
事
を

　
　
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
と
結
び
つ

　
　
い
て
、
全
国
の
神
々
は
出
雲
大
社
に
集
合
し
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
幽
事

　
　
を
相
談
す
る
の
だ
と
い
う
信
仰
を
生
み
だ
し
、
幽
事
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

　
　
男
女
の
縁
結
び
は
も
ち
ろ
ん
、
人
世
上
の
諸
般
の
で
き
ご
と
ま
で
、
す
べ

　
　
て

こ
の
と
き
の
神
議
り
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

　
　
の
で
あ
る
。
出
雲
大
社
の
神
有
祭
は
、
こ
う
し
て
大
社
な
ら
び
に
摂
社
上

　
　
宮
で
執
り
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
社
の
西
方
五
丁
に
あ
る
上
の
宮
が
会

　
　
議
所
、
大
社
境
内
東
西
の
十
九
社
が
宿
舎
で
あ
る
。
　
（
千
家
尊
統
『
出
雲

　
　
大
社
』
　
一
一
二
ー
一
＝
ニ
ペ
ー
ジ
）
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他
の
土
地
の
神
無
月
が
出
雲
で
は
神
有
月
だ
ー
と
す
る
出
雲
の
人
々
の
誇

り
の
拠
り
所
は
、
杵
築
の
出
雲
大
社
で
執
行
さ
れ
る
神
有
祭
な
の
で
あ
る
。
全

国
の
神
事
を
つ
か
さ
ど
る
日
本
一
の
大
社
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
の
中
に
は
、

出
雲
国
内
の
熊
野
大
社
と
順
位
を
競
う
狭
量
さ
は
な
い
。
た
だ
、
ヌ
で
述
べ
て

あ
る
よ
う
に
、
神
有
月
と
い
う
語
が
筆
録
さ
れ
た
の
は
中
世
以
降
の
こ
と
で
、

「
厳
神
之
宮
」
の
修
杞
が
命
じ
ら
れ
た
斉
明
五
年
（
六
五
九
年
）
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
こ
の
考
え
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
、
だ
が
、
「
厳
神
之
宮
」
を

杵
築
大
社
で
あ
る
と
す
る
旧
説
の
拠
り
所
と
し
て
、
神
有
月
の
考
え
が
大
き
く

働
い
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
杵
築
大
社
の
祭
神
大
穴
持
命
は
、
国
譲
り
の
主
役
と
し
て
、
天
皇
の
日
本
支

配
を
正
当
化
す
る
上
で
、
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
祇
の

代
表
と
し
て
、
天
孫
に
国
土
を
献
上
し
た
。
朝
廷
が
そ
の
労
に
報
い
る
の
は
、

理
の

当
然
で
あ
り
、
情
と
し
て
も
自
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
見
方
を
強

め
れ
ば
、
出
雲
国
造
に
修
杞
を
命
じ
た
「
厳
神
之
宮
」
は
当
然
杵
築
大
社
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

「
出
雲
国
風
土
記
』
に
、
杵
築
宮
造
営
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ

る
。
　
ル
杵
築
郷
　
（
中
略
）
八
束
水
臣
津
野
命
之
国
引
給
之
後
　
所
造
天
下
大
神
之

　
　
宮
　
将
造
奉
而
諸
皇
神
等
　
参
集
宮
処
　
杵
築
故
云
寸
付
　
（
出
雲

　
　
郡
杵
築

郷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
八
束
水
臣
津
野
命
は
、
国
引
き
の
名
文
章
で
知
ら
れ
る
意
宇
郡
の
神
で
、

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
八
雲
立
つ
出
雲
」
と
い
う
国
名
と
「
煮
宇
」

と
い
う
郡
名
は
、
こ
の
神
の
言
葉
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
「
総
記
」
と

「
意
宇
郡
」
の
項
）

　
「
国
引
給
之
後
」
と
あ
る
の
は
、
杵
築
の
名
が
、
出
雲
・
意
宇
よ
り
も
年
代

が
お
く
れ
て
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
皇
神
た
ち
が
参
集
し
て
杵
築
宮
を
作
っ
た
ー
と
あ
る
の
は
、
「
皇
」
を
皇

室
に
結
び

つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
朝
廷
の
命
令
で
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
斉
明
紀
」
五
年
の
「
厳
神
之
宮
」
修
紀
と
関
連
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
に

な
っ
て
く
る
。

　
次

に
、
ロ
と
り
で
言
及
し
て
い
る
「
垂
仁
記
」
の
「
出
雲
大
神
」
の
話
に
考

察
を
進
め

る
。
1
1
1
垂
仁
天
皇
の
御
子
本
牟
智
和
気
は
、
お
と
な
に
な
っ
て

も
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
天
皇
は
夢
で
「
自
分
の
宮
を
天
皇
の
御

殿
の

よ
う
に
立
派
に
造
営
す
る
な
ら
ば
、
御
子
は
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
よ

う
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
そ
れ
が
出
雲
大
神
の
心
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
御

子
を
出
雲
へ
つ
か
わ
し
て
大
神
を
拝
ま
せ
た
と
こ
ろ
が
、
御
子
は
口
を
き
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
皇
は
喜
ん
で
菟
上
王
を
や
っ
て
神
の
宮
を
作

ら
せ
た
（
「
垂
仁
紀
」
に
も
口
を
き
け
な
い
皇
子
の
話
が
あ
る
が
、
皇
子
は
出

雲
国
へ
行
か
ず
、
社
殿
造
営
の
話
も
な
い
。
か
え
っ
て
、
天
皇
が
大
連
物
部
十

千
根
を
派
遣
し
て
出
雲
の
神
宝
を
検
校
さ
せ
た
記
事
が
あ
る
。
一
代
前
の
「
崇

神
紀
」
に
、
出
雲
の
神
宝
を
天
皇
が
収
め
た
た
め
、
出
雲
臣
等
が
大
神
を
祭
る

こ
と
を
止
め
た
が
、
天
皇
は
人
を
遣
っ
て
祭
ら
せ
た
、
と
い
う
記
事
が
あ
る
）
。

　

な
お
、
「
垂
仁
記
」
の
出
雲
大
神
は
、
本
牟
智
和
気
御
子
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

葦
原
色
許
男
大
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
葦
原
色
許
男
は
、
記
・
紀
で
は
、

大
穴
持
命

と
共
に
、
大
国
主
神
の
別
名
と
さ
れ
て
い
る
〔
記
で
は
葦
原
色
許
男

神
（
命
）
、
紀
で
は
葦
原
醜
男
と
記
さ
れ
、
「
垂
仁
記
」
に
か
ぎ
っ
て
葦
原
色
許
男
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、

大
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
〕
。
ま
た
、
葦
原
志
挙
（
許
）
乎
命
と
い
う
表
記
で
『
播

磨
国
風
土
記
』
の
揖
保
・
宍
禾
の
両
郡
に
登
場
し
、
五
例
中
四
例
は
韓
国
か
ら

渡
来
し
た
天
日
槍
命
と
国
占
め
争
い
を
展
開
し
て
い
る
。
天
日
槍
命
は
、
剣
で

海
水
を
か
き
ま
わ
し
て
宿
泊
し
、
葦
原
志
挙
乎
命
は
、
そ
れ
を
見
て
お
び
え
た

（
揖
保
郡
粒
丘
の
項
）
。
こ
れ
は
、
記
紀
の
語
る
「
国
譲
り
」
の
談
判
と
よ
く
似

た

情
景
で
、
葦
原
志
挙
乎
命
と
国
譲
り
の
大
国
主
神
（
記
）
・
大
己
貴
神
（
紀
）
と

は
、
よ
く
似
か
よ
つ
た
こ
の
話
を
通
じ
て
、
同
一
の
神
で
あ
る
か
の
よ
う
に
結

び

つ
け
ら
れ
た
ー
と
い
う
見
方
も
出
て
く
る
。

　

口
の
き
け
な
い
子
が
、
言
葉
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
話
は
、
「
垂
仁
記
」

の
ほ

か

「
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
見
え
て
い
る
。
父
は
大
神
大
穴
持
命
、
子
は

阿
遅
須
枳
高
日
子
命
（
仁
多
郡
三
沢
郷
の
旧
名
三
津
の
項
）
。
〔
阿
遅
須
枳
高
日
子

命
に

つ
い

て
は
、
意
宇
郡
の
賀
茂
神
戸
の
項
に
「
所
造
天
下
大
神
之
御
子
　
阿

遅
須
枳
高

日
子
命
　
坐
葛
城
賀
茂
社
゜
此
神
之
神
戸
故
云
鴨
」
と
記
さ
れ
て

い

る
。
こ
の
神
は
大
和
国
葛
城
の
高
鴨
神
社
の
祭
神
で
、
貞
観
元
年
（
八
五
九

年
）
従
一
位
を
授
け
ら
れ
た
。
引
用
文
チ
に
、
熊
野
神
と
杵
築
神
が
貞
観
九
年

（
八
六
七
年
）
に
正
二
位
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
く
ら
べ
て
、

高
鴨
神
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
〕

　

こ
の
二
つ
の
話
は
、
筋
が
似
て
い
る
上
に
、
共
に
出
雲
の
大
神
が
登
場
し
、

地
理
的
に
も
出
雲
と
大
和
の
交
流
が
み
ら
れ
る
。
無
縁
の
も
の
で
は
あ
る
ま

い
。
そ
し
て
、
葦
原
色
許
男
大
神
と
大
神
大
穴
持
命
と
が
こ
の
話
を
と
お
し
て

同
一
の
神
で
あ
る
か
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な

お
、
「
垂
仁
記
」
で
は
、
本
牟
智
和
気
御
子
が
口
を
き
け
な
い
の
は
出
雲

大
神
の
崇
り
で
あ
る
、
と
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
は
触
れ
て
い

な

い
。
崇
る
か
ら
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
多
分
「
崇
神
紀
」

に

み

ら
れ
る
よ
う
な
神
宝
収
奪
（
出
雲
征
服
）
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
記
に

し
た
が
え
ば
、
垂
仁
の
次
の
「
景
行
記
」
に
、
倭
建
命
が
出
雲
建
を
だ
ま
し
討

ち
し
た
話
（
出
雲
征
服
）
が
あ
る
が
、
崇
る
理
由
と
な
る
に
は
年
代
が
逆
に
な

っ

て

い
る
。

　
引
用
文
ロ
に
、
出
雲
大
社
の
古
い
伝
え
で
は
社
殿
造
営
の
第
一
回
を
垂
仁
天

皇
の
と
き
と
す
る
、
と
書
い
て
あ
っ
た
。
ル
の
杵
築
宮
造
営
の
記
事
は
、
前
述
の

よ
う
に
斉
明
五
年
の
修
杞
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、

「
垂
仁
記
」
の
造
営
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

　
以
上
の
諸
資
料
か
ら
、
「
厳
神
之
宮
」
を
杵
築
大
社
で
あ
る
と
す
る
見
方
を

要
約
す

る
と
、
左
の
三
項
に
要
約
で
き
る
。

　

c
「
垂
仁
記
」
に
、
出
雲
の
葦
原
色
許
男
大
神
の
宮
を
天
皇
が
作
ら
せ
た
と

　
　
記
し
て
あ
る
。
　
（
口
・
リ
）

　
d
杵
築
大
社
は
、
や
が
て
、
全
国
の
神
事
を
つ
か
さ
ど
る
と
信
じ
ら
れ
る
よ

　
　
う
に
な
っ
た
。
　
（
ヌ
）

　

e
杵
築
宮
は
諸
皇
神
が
参
集
し
て
き
ず
い
た
。
　
（
ル
）

　
た

だ
、
c
d
e
共
に
、
弱
点
を
内
蔵
し
て
い
て
、
決
め
手
に
は
な
り
に
く

い
。
c
l
垂
仁
天
皇
が
杵
築
に
宮
を
作
ら
せ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
斉
明
天
皇

が

同
じ
社
の
修
杞
を
命
じ
た
と
は
限
ら
な
い
。
d
l
こ
の
考
え
を
斉
明
五
年

に

さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
e
l
斉
明
五
年
の
造
営
を
示
す

と
は
限
ら
な
い
。
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四

、

　
修
杞
が
下
令

さ
れ
た
の
は
斉
明
五
年
（
六
五
九
年
）
で
あ
る
。
大
化
改
新
か

ら
こ
の
年
に
至
る
ま
で
、
朝
廷
が
神
を
ど
の
よ
う
に
遇
し
た
か
を
、
「
日
本
書

紀
」
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
る
。

　
ま
ず
即
位
し
た
3
6
孝
徳
天
皇
は
「
尊
仏
法
、
軽
神
道
」
と
「
孝
徳
紀
」
に
記

さ
れ
て
い
る
。
「
明
神
御
宇
日
本
天
皇
」
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

自
分
を
「
明
つ
神
」
と
自
負
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
分
を
生
き
て
い
る

神
と
思
う
心
は
、
い
に
し
え
の
神
々
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
大
化
元
年

（六
四

五
年
）
七
月
、
こ
れ
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
成
功
し
た
翌
月
で

あ
る
が
、
右
大
臣
蘇
我
石
川
麻
呂
が
、
ま
ず
神
祇
を
祭
っ
て
か
ら
政
事
を
議
る

よ
う
に
、
と
進
言
し
た
が
、
尾
張
・
美
濃
の
二
国
に
神
に
供
え
る
幣
を
課
税
し

た
記
事
が
見
え
る
に
と
ど
ま
り
、
特
に
神
祇
を
重
ん
じ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
れ

を
進
言
し
た
石
川
麻
呂
自
身
も
、
山
田
寺
を
造
営
中
、
ざ
ん
言
の
た
め
に
一
族

も
ろ
と
も
山
田
寺
で
自
殺
し
た
（
六
四
九
年
）
。
神
祇
よ
り
も
仏
教
を
重
ん
じ

た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
の
「
斉
明
紀
」
に
も
、
そ
の
五
年
（
六
五
九
年
）
ま
で
、
特
に
神
祇
の
記

事
は

見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
同
四
年
に
、
出
雲
国
か
ら
異
変
の
報
告
が
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
出
雲
国
言
、
於
北
海
浜
、
魚
死
而
積
。
厚
三
尺
許
。
其
大
如
給
。
雀
啄
針

　
　
鱗
。
鱗
長
数
寸
。
俗
日
、
雀
入
於
海
、
化
而
為
魚
。
名
日
雀
魚
。

　
以
下
、
或
本
の
記
事
と
し
て
、
斉
明
六
年
に
百
済
が
敗
れ
た
た
め
、
我
が
国

は

西
北
の

辺
境
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
守
り
を
固
め
た
。
魚
の
異
変
は
そ
の
前
兆

で
あ
る
ー
と
記
し
て
あ
る
。
怪
魚
の
死
屍
が
浜
に
打
上
げ
ら
れ
た
異
変
が
、

皇
室
ま
た
は
国
家
に
と
っ
て
大
き
な
凶
兆
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
翌
六
五
九
年
の

修
杞
下
命
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
だ
が
、
西
北
の
辺
境
防
衛
の

強
化
を
予
告
し
た
と
い
う
見
方
が
附
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
附
記
に

従
う
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
も
し
も
、
仮
に
、
六
五
八
年
の
怪
魚
の
異
変
が
翌
年
の
「
修
厳
神
之
宮
」
の

原
因
と
み
る
立
場
が
認
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、
「
於
北
海
浜
、
魚
死
而
積
」
の

記
事
か
ら
、
「
海
」
と
「
死
」
に
関
連
し
て
く
る
。

　
出
雲
に
関
係
の
あ
る
海
の
神
に
、
（
八
重
）
事
代
主
神
が
あ
る
。
国
譲
り
を

命
じ
る
使
者
が
出
雲
に
到
着
し
た
と
き
、
事
代
主
神
は
三
穂
崎
で
釣
を
し
て
い

た
。
父
の
大
国
主
神
に
よ
ば
れ
て
、
国
土
献
上
を
述
べ
た
あ
と
、
海
中
に
か
く

れ
た

（古
事
記
に

よ
る
）
。
怪
魚
多
数
の
変
死
と
い
う
図
変
を
、
神
に
た
よ
っ

て
吉
に
変
え
る
に
は
、
海
神
に
祈
る
の
が
最
良
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
…
…

ま
た
、
「
死
」
に
重
点
を
お
け
ば
、
揖
屋
神
で
あ
る
伊
邪
那
美
命
（
黄
泉
津
大
神
）

に

祈
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
事
代
主
神
は
、
後
に
、
神
武
以
下
三
天
皇
に
そ
の
神
の
娘
ま
た
は
孫

の

娘
が
皇
后
と
し
て
仕
え
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
天
皇
の
母
と
な
っ
て
い
る
（
日
本

書
紀
）
。
ま
た
、
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
を
助
け
、
そ
の
と
き
「
於
天
事
代
於

虚
事
代
玉
籔
入
彦
厳
之
事
代
神
」
と
名
の
っ
て
い
る
（
日
本
書
紀
）
。
ー
厳

之
事
代
神
と
い
う
名
の
り
に
、
「
厳
」
の
字
を
冠
す
る
と
こ
ろ
に
、
「
厳
神
」
に

通
じ
る
細
い
糸
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
代
主
神
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
」

に

は
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
釣
を
し
て
い
た
と
記
・
紀
に
記
さ
れ
て

い

る
三
（
美
）
穂
崎
に
は
、
「
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
所
造
天
下
大
神
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（大
穴
持
命
）
と
越
の
奴
奈
宜
波
比
売
命
と
の
間
に
生
ま
れ
た
御
穂
須
須
美
命

が
祭
ら
れ
て
い
る
（
現
在
は
、
美
穂
神
社
の
主
神
が
事
代
主
神
と
な
っ
て
い

る
）
。
国
譲
り
の
と
き
の
功
績
・
神
武
以
下
の
天
皇
へ
皇
后
を
差
出
し
た
こ
と
、

新
羅
征
伐
へ
の
助
言
ー
こ
れ
ら
は
、
事
代
主
神
が
朝
廷
に
多
大
の
貢
献
を
し

た

尊
い
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
、
「
厳
」
の
字
が
符
合
し
て
い
る
。

三
穂
崎
は

嶋
根
半
島
の
東
端
で
、
意
宇
群
の
国
府
か
ら
近
く
は
な
い
が
、
嶋

根
・
意
宇
の
二
郡
は
隣
接
し
て
い
る
。
　
「
厳
神
」
を
事
代
主
神
で
は
な
い
か
、

と
い
う
見
方
は
、
こ
の
神
が
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
表
わ
れ
ず
（
出
雲
の
神
と

し
て
、
影
が
う
す
い
。
記
・
紀
神
話
の
編
者
た
ち
の
創
作
に
よ
る
疑
い
が
濃

い
）
、
地
理
的
に
や
や
難
点
を
伴
な
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
一
応
吟

味
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

以
上
の
諸
資
料
を
表
に
ま
と
め
る
と
、

神
代
－
崇
神
以
前

記

事

速
須
佐
之
男
命
が
天
照
大
御
神
の
右
手
に
つ
け
て
い
た
珠

を
噛
ん
で
吹
い
た
と
き
に
熊
野
久
須
毘
命
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
天
照
大
御
神
の
右
の
角
髪
に
つ
け
て
い
た
珠
を
噛

ん
で
吹
い
た
と
き
に
天
之
菩
卑
命
（
出
雲
国
造
の
始
祖
）

が
生
ま
れ
た
（
こ
の
と
き
同
様
に
し
て
生
ま
れ
た
五
神
の

筆
頭
が
天
之
忍
穂
耳
命
で
、
そ
の
御
子
番
能
適
還
芸
命
が

出
　
　
典

古
事
記

（日

本
書
紀
の
記

載
も
大
き
な

違
い
は
な
い
）

葦
原
中
国
に
降
っ
て
天
皇
家
の
祖
と
な
っ
た
）

伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
国
か
ら
地
上
に
逃
げ
も
ど
っ
て
石
で

古
事
記

道
を
ふ

さ
い
だ
の
が
黄
泉
此
良
坂
で
、
そ
こ
を
今
、
出
雲

国
の
伊
賦
夜
坂
と
い
う

大
国
主
神
の
別
名
を
大
穴
牟
遅
神
、
葦
原
色
許
男
神
、
八

　
　
弍
古
事
記

千
矛
神
、
宇
都
志
国
玉
神
と
い
う

大
国
主
神
の
別
名
を
国
作
大
己
貴
命
、
葦
原
醜
男
、
八
千

日
本
書
紀
の

文
神
、
大
国
玉
神
、
顕
国
玉
神
と
い
う

一
書

国
譲
り
の
話
で
、
葦
原
中
国
を
献
上
す
る
よ
う
に
述
べ
た
出
雲
側
の
神
は
八
重
事
代
主
神
で
あ
る

古
事

国
譲
り
の
と
き
、
大
己
貴
神
は
、
退
い
て
幽
れ
た
る
こ
と

日
本
書
紀
の

を
治
め

よ
う
、
と
言
っ
た

一
書

所
造
天
下
大
神
の
宮
を
、
諸
皇
神
が
参
集
し
て
築
い
た
。

出
雲
国
風
土

ま
た
、
そ
の
た
め
に
神
魂
命
が
、
御
子
の
天
御
鳥
命
を
天

記

下
ら
せ
た

事
代
主
神
の
娘
が
神
武
の
皇
后
、
緩
靖
の
皇
后
、
孫
の
娘

日
本
書
紀

が
安
寧
の
皇
后
と
な
り
、
そ
の
子
が
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
と

な
っ
た
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崇
神
以
降

西
紀C

l
B
9
C
8
B
3

200658

年
崇
神

崇

神
7

崇
神
6
0

垂
仁

景
行

仲

哀
9

斉

明
4

記

事

疫
病
を
お

さ
め
る
た
め
に
三
輪
山
に
大
物
主

（大
三
輪
）
の
大
神
を
祭
っ
た

一同
右

天
皇
が
出
雲
の
神
宝
を
献
上
さ
せ
た
。
出
雲

臣
ら
が
大
神
を
祭
る
の
を
や
め
た
が
、
勅
し

て
祭
ら
せ
た

皇
子
本
牟
智
和
気
、
出
雲
の
葦
原
色
許
男
大

神
に
詣
で
て
唖
を
な
お
す
こ
と
が
で
き
た

（
似
た

話
が
、
『
出
雲
国
風
土
記
」
仁
多
郡
三

沢
郷
に
あ
る
。
唖
を
な
お
し
た
の
は
大
神
大

穴
持
命
の
御
子
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
）

倭
建
命
が
出
雲
建
を
だ
ま
し
討
ち
し
た
（
同

じ
謀
略
と
歌
が
「
崇
神
紀
」
6
0
年
に
、
出
雲

振
根
の
弟
殺
し
に
記
さ
れ
て
い
る
）

厳
之
事
代
神
が
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
を
助

け
た

出
雲
の
北
海
に
怪
魚
が
あ
ま
た
打
上
げ
ら
れ

た
。
後
に
日
本
の
西
北
辺
境
に
兵
を
お
き
守

り
を
堅
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
前
兆

出
　
典

古
事
記

一呆
書
紀

日
本
書
紀

古
事
記

古
事
記

日
本
書
紀

日
本
書
紀

㈱
斉

明
5
出
雲
国
造
に
命
じ
て
厳
神
之
宮
を
修
め
さ
せ
た
。
天
皇
崩
御
の
兆
が
あ
ら
わ
れ
た

日
本
書
紀

鮒
斉

明
7

天
皇
崩
御

陥
天

武
1

壬

日
本
書
紀

酬
文

武
2

出
雲
国
意
宇
郡
が
神
郡
の
特
典
を
許
さ
れ
た

続
日
本
紀
ー
　
　
　
　
‘

加
慶

雲
3

出
雲
国
造
が
郡
領
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た

類
聚
三

2
1
7
1

和

銅
5

古
事
記
成
る

古
事
記

㎝
霊

亀
2

「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
奏
上
の
記
事
初
出
（
出
雲
臣
果
安
が
奏
上
）

続
日
本
紀

出
雲
臣
果
安
は
出
雲
国
造
二
十
六
世
（
祁
ー
祖
在
職
、
そ
の
間
に
、
国
造
は
意
宇
郡
大
庭
か
ら
出
雲
郡
杵
築
へ
移
転
し
た
）

出
雲
国
造
世
系
譜

加
養

老
4

日
本
書
紀
成
る

続
日
本
紀

惚
天

平
5

出
雲
国
風
土
記
成
る

出
雲
国
風
土
記

皿
仁
寿
元

出
雲
国
の
熊
野
・
杵
築
両
大
神
に
従
三
位
、
阿
遅
須
伎
高
彦
命
・
天
穂
日
命
に
授
五
位
下

日
本
文
徳
天
皇
実
録

田
貞
観
元

大
和
国
の
阿
遅
須
伎
高
彦
命
に
従
一
位

三
代
実
録

鍋
貞
観
九

出
雲
国
の
熊
野
神
、
杵
築
神
に
正
二
位
、
佐

三
代
実
録
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貞
観
の

こ
ろ

延

喜
5

太
神
に
正
五
位
上
、
能
義
神
、

五
位
上

揖
屋
神
に
従

出
雲
国
造
斉
神
は
天
神
、

祇

出
雲
大
汝
神
は
地

「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
の
筆
録

出
雲
国
で
名
神
大
社
は
、
熊
野
坐
神
社
と
杵

築
大
社
の
二
社

令
集
解

延
喜
式

　
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
に
、
出
雲
国
造
に
命
じ
て
修
め
さ
せ
た
「
厳
神
之

宮
」
が
ど
の
神
社
で
あ
っ
た
か
ー
以
上
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
ふ
た
た
び
吟
味

を
進
め

て
み
よ
う
。

　
出
雲
郡
の
杵
築
大
社
説
－
肯
定
の
根
拠
は
三
の
c
d
e
に
示
す
と
お
り
で

中
で
も
e
（
諸
皇
神
の
杵
築
造
営
）
は
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
宇
郡
に
神

郡
の
特
典
を
与
え
ら
れ
た
の
が
六
九
八
年
で
、
国
造
が
意
宇
郡
か
ら
出
雲
郡
へ

移
転
し
た
の
が
七
〇
八
年
－
七
二
一
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

六

五
九
年
に

は
意
宇
郡
が
神
郡
に
認
め
ら
れ
る
情
勢
の
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
地
理
的
に
み
て
、
意
宇
郡
に
在
る
出
雲
国
造
が
遠
い
出
雲
郡
杵

築
の
修
築
を
命
じ
ら
れ
た
と
す
る
根
拠
は
弱
い
。
奈
良
朝
以
降
の
杵
築
大
社
の

隆
盛
が
「
厳
神
之
宮
－
杵
築
」
説
に
大
き
く
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ

れ
を
意
宇
郡
の

神
郡
指
定
、
壬
申
の
乱
を
経
て
斉
明
五
年
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ

て
適
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　
熊
野
大
社
説－
肯
定
の
根
拠
は
、
二
の
a
b
に
示
す
と
お
り
べ
地
理
的
に

無
理
が

な
く
、
当
時
、
出
雲
国
造
が
祭
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
神
で
あ
る
。
た

だ
、
当
然
祭
っ
て
い
る
は
ず
の
神
を
、
重
ね
て
祭
ら
せ
る
下
令
が
奇
妙
に
感
じ

ら
れ
る
。
ま
た
、
狐
の
工
事
妨
害
と
狗
の
不
詳
事
を
中
央
に
報
告
し
た
裏
に
、

こ
の
修
杞
に
対
す
る
批
判
・
反
感
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
は
、
二
で
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
「
厳
神
」
が
熊
野
大
神
で
は
な
か
っ
た
ー
つ
ま

り
、
意
宇
郡
に
お
け
る
他
の
神
の
修
杞
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
い
う
疑
い
が
ひ
き
出
さ
れ
て
く
る
。

　
伊
邪
那
美
命

（揖
屋
社
）
説
－
狐
の
不
詳
事
を
修
杞
の
原
因
と
み
れ
ば
、

二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
厳
宮
」
は
黄
泉
津
大
神
で
あ
る
伊
邪
那
美
命
を
祭
っ

た
揖
屋
社
と
み
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
前

年
の
斉
明
四
年
に
お
こ
っ
た
出
雲
国
北
海
浜
の
異
変
が
予
告
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
慮
す

る
と
、
斉
明
五
年
の
妖
変
も
予
告
で
あ
り
、
修
杞
工
事
中
の
出
来
事
と

み
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
工
事
中
に
天
皇
崩
御
を
予
告
す
る
妖
変
が
起
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
工
事
は

取
止
め

に

な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
社
殿
は
造
ら
れ
な
か
っ

た
こ

と
に
な
る
。

　
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
説
－
三
の
末
尾
で
述
べ
た
よ
う
に
「
出
雲
国
風
土

記
』
に
よ
る
と
、
意
宇
郡
の
賀
茂
神
戸
は
、
大
和
国
の
葛
城
に
あ
る
賀
茂
社

（阿
遅
須
枳
高
日
子
命
を
祭
る
）
の
神
戸
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神

は
、
貞
観
の
こ
ろ
の
叙
位
で
は
、
熊
野
・
杵
築
の
両
神
よ
り
も
上
の
位
を
授
け

ら
れ
て
い
る
。
貞
観
か
ら
二
百
年
さ
か
の
ぼ
っ
た
斉
明
五
年
に
こ
の
順
位
が
定

ま
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
朝
廷
が
こ
の
神
を
重
く
見
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
賀
茂
神
戸
の
項
に
、
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
の
社

が
あ

る
と
は
記
さ
れ
て
な
い
。
…
…
朝
廷
が
こ
の
神
の
社
を
造
営
す
る
よ
う
に
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命
じ
、
地
元
の
反
対
が
狐
と
狗
の
不
祥
事
を
報
告
す
る
と
い
う
形
で
表
わ
れ
て

工
事
が
中
止
さ
れ
た
、
と
い
う
見
方
が
一
応
成
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
事
代
主
神
説
－
四
の
末
尾
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
』

に

こ
の
神
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
工
事
中
止
説
に
も
符
合
す

る
。
国
譲
り
の
と
き
の
功
績
、
初
期
の
天
皇
と
の
婚
姻
、
新
羅
征
伐
の
助
言
…

…
壬
申
の
乱
に
お
け
る
天
武
天
皇
へ
の
助
力
は
斉
明
五
年
よ
り
後
の
こ
と
で
あ

る
た
め
勘
定
に
入
れ
な
い
に
し
て
も
、
言
代
主
神
は
朝
廷
に
よ
く
尽
し
た
神
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
国
譲
り
の
と
き
進
ん
で
国
土
を
献
上
し
た
態
度
が
、
出

雲
の
国
人
の
憎
し
み
を
買
っ
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
斉
明
五
年
に
、
こ

の

神
の
修
杞
が
下
令
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
反
撰
は
、
狐
や
狗
に
か
こ
つ
け

た
工
事
妨
害
や
不
祥
事
（
天
皇
崩
御
の
兆
）
と
な
っ
て
表
わ
れ
、
工
事
を
中
絶

の
方
向
へ
運
び
か
ね
な
い
。
　
「
厳
」
を
上
に
冠
し
た
「
神
功
紀
」
に
お
け
る
名

の
り
も
、
「
厳
神
」
と
結
び
つ
く
も
の
と
み
て
よ
い
。

　
大
穴
持
命
説ー
「
「
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
意
宇
郡
母
理
郷
の
項
に

所
造
天
下
大
神
大
穴
持
命
が
、
「
我
が
造
り
ま
し
て
、
命
ら
す
国
は
、
皇
御
孫

の

命
、
平
ら
け
く
み
世
知
ら
せ
と
依
さ
し
ま
つ
ら
む
。
但
、
八
雲
立
つ
出
雲
の

国
は
、
我
が
静
ま
り
ま
す
国
と
青
垣
山
回
ら
し
賜
ひ
て
、
玉
珍
置
き
賜
ひ
て
守

ら
む
」
と
言
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
出
雲
国
だ
け
は
自
分
の
静
ま
る
国

と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
、
守
っ
て
い
こ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
国
譲
り
の
話
は

朝
廷
側
に

と
っ
て
は
美
談
だ
が
、
出
雲
側
か
ら
見
れ
ば
屈
伏
で
あ
る
。
力
で
威

圧

さ
れ
て
国
土
を
手
放
す
口
惜
し
さ
が
、
大
穴
持
命
の
こ
の
言
葉
に
よ
く
表
わ

れ
て
い

る
。
こ
の
母
理
郷
の
項
に
は
神
社
の
記
載
が
な
い
。
工
事
が
中
絶
さ
れ

た
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
こ
に
あ
っ
た
神
社
が
後
に
杵
築
へ
移
さ
れ
た
か
…
…
判

別
は

つ
け
が
た
い
が
、
斉
明
五
年
の
修
杞
が
、
母
理
郷
に
大
穴
持
命
を
祭
る
神

社
を
造
営
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　
以

上
、
斉
明
五
年
の
「
厳
神
之
宮
」
と
し
て
、
熊
野
・
杵
築
・
揖
屋
・
賀

茂
・
事
代
主
神
・
母
理
と
六
件
を
吟
味
し
て
き
た
が
、
熊
野
説
・
杵
築
説
の
二

つ
は
、
難
点
が
大
き
す
ぎ
て
採
り
が
た
い
。
凶
兆
を
修
杷
の
原
因
と
見
れ
ば
揖

屋
説
が
生
き
、
工
事
中
の
妖
変
と
見
れ
ば
、
母
理
・
事
代
主
神
・
賀
茂
の
順
で

そ

れ
が

「
厳
神
之
宮
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
や
が
て

出
雲
国
造
が
杵
築
に
移
り
住
み
、
杵
築
大
社
が
栄
え
た
こ
と
を
考
慮

に

入

れ

る
と
、
「
修
厳
神
之
宮
」
は
意
宇
郡
母
理
郷
に
所
造
天
下
大
神
大
穴
持

命
の
神
社
を
構
築
す
る
よ
う
に
朝
廷
が
命
じ
た
も
の
と
解
す
る
見
方
が
最
も
有

力
と
な
っ
て
く
る
。
国
譲
り
の
話
を
事
実
の
裏
打
で
強
調
す
る
こ
と
は
、
大
和

朝
廷
の

正
当
性
を
宣
布
し
て
大
化
の
革
新
政
治
を
さ
ら
に
押
し
進
め
る
た
め
に

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
孫
に
国
を
譲
っ
た
大
穴
持
命
を
大
き
く
す
る
こ

と
は
、
当
然
、
譲
ら
れ
た
側
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
…
…

　
な
お
、
奈
良
朝
に
は
い
っ
て
固
定
化
し
た
出
雲
国
造
の
神
賀
詞
奏
上
も
、
同

様
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
「
出
雲
国
造
神
賀

詞
」
と
『
出
雲
国
風
土
記
」
と
が
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
」
の
記
述
と
必
ら

ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
出
雲
の
国
人
の
心
を
推
測
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
論
の
坪
外
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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